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「私はとても恥ずかしがり屋だったのですが、

学生議会に参加してからは自分にも他人にも

自信が持てるようになりました。」
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*ヨルダン、シリア、レバノンおよびパレスチナ自治区（ヨルダン川西岸及びガザ地区）

UNRWAは、ヨルダン、レバノン、シリア、ガザ地区、東エルサレムを含むヨルダン川西岸地区に住む約470万人のパレスチナ難民が、その苦悩に対して
公正で恒久的な解決が見出されるまで、人間開発に十分な可能性を達成できるよう援助をしています。例えば教育、医療、社会サービス、コミュニティ支
援、インフラと難民キャンプの改善、小規模融資、および武力衝突の際の緊急支援など、様々な人間開発や人道支援を行っています。また、UNRWAの役
割には、パレスチナ難民が必要とする人権と保護のニーズに関する唱道・支援活動も含まれます。UNRWAの運営資金のほぼ全てがドナー国からの任意の
拠出金で成り立っています。UNRWAの2009～2010年の通常予算は12億3,000万ドル。本部はガザシティとアンマンにあります。

UNRWAについて

UNRWAはどのような教育サービスを行っていますか？

UNRWAは、中東で最大規模の学校システムを運営し、パレスチナ難民

に60年間、基礎教育を提供しています。実際、UNRWAの学生のな

かには、同地域で最高レベルの学力を持つ学生もいます。教育は

UNRWAの最も規模の大きい分野であり、予算のほぼ50％、職員もそ

の３分の２を投入しています。2008～2009年の事業費は通常予算

11億ドルのうち5億6,500万ドルを占めています。

UNRWAは5つの地域で、50万人の学生のニーズにどのように対
応しているのですか？

移動とアクセスの制限は、ヨルダン川西岸のUNRWAの学校にど
のような影響をもたらしていますか？

ガザ地区の閉鎖は、UNRWAの学校にどのような影響を及ぼしま
したか？

UNRWAの生徒は、人権問題や学校の統治に関与しているのですか？

の増加に対応するため、UNRWAは2003年より多くの教員を自宅

により近い学校に再配置しました。

学校をはじめとする建設計画（9,300万ドル相当）がUNRWAお

よび他の国連の支援によって予定されていますが、資材の不足によ

り中断されたままになっています。

ガザの閉鎖により、UNRWAの教科書用の紙、チョークおよびノー

トの搬入が何ヶ月も遅れました。人権に関する教科書は、8カ月遅

れて届きました。

制服、スクール・バッグ、および学校の備品が市場で不足していま

す。

ガザの閉鎖によって生じた最大の問題は、多くのUNRWAの生徒

の両親が失業してしまい、その結果、生徒は貧困と飢えに苦しん

でいます。
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2005年、UNRWAは学校で人権・寛容・紛争解決に関するプロ

グラムを設けました。このプログラムは他の国連機関やホスト政

府、NGOと共同で実施されています。

このプログラムは、人権について楽しく学ぶことができる一連の

学習ツールや活動を含んでおり、アート作品や作文コンクール、

スポーツ大会をはじめ、5～8年生向けのインタラクティブCDな

ども提供されています。

このプログラムの特徴の一つである学生議会は、校則、学生のエ

ンパワーメント、意識啓発、親との関わりに大きな影響を及ぼし

ています。

若い学生議員たちは、学生同士および教員と学生間の争いを解消

する上でのリーダーとして活躍しており、スポーツ、医療、金融、

社会サービスなど様々な委員会に参加しています。
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5つの活動地域*で、ホスト国の教育行政府のカリキュラムを使用

し、50万人以上のパレスチナ難民の子どもや若者を対象に、基礎

教育を無償で行っています。

9カ所のUNRWA訓練センターにて、職業技術訓練コースを設定。

公立の学校に通学する手段に乏しく、私立では授業料を払えない

レバノンのパレスチナ難民を対象に中等教育を実施しています。

幅広い教員養成プログラムを提供しています。

有能な難民の若者に対する大学奨励金を提供。2006～2007年度

には、5つの地域全体で361名の学生が奨学金を受給しています。

職業・進路指導の実施。

●

●

●

●

●

●

UNRWAは700近い学校を運営し、2万2,000人の教員を雇用し

ています。

UNRWAの学校の約78%は、生徒数の多さに対応するため、2交

代制で運営されています。

UNRWAはヨルダン川西岸とガザ地区において、学業不振の学生

に対して補講を行っています。

学習障害を持った生徒への対応の必要性を認識し、ヨルダン川西岸

にある19の難民キャンプのうち13カ所で治療を行っています。

ガザ地区での落第者が算数で50～60%、アラビア語で40％とい

う状況に対応するため、2008年1月にスクール・オブ・エクセレ

ンス・プログラムを策定。その他の特別な措置としてクラスの少人

数化、採用教員の増員、夏の補講実施などを行っています。

ヨルダン川西岸でも、読み書きの能力および算数を中心とした同様

の評価が2008～2009年度に実施される予定です。
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検問所、障害物、および壁は生徒たちの教育の妨げになっています。

2007/2008年には、教員と学校管理者が登校困難に陥り、生徒

は256日分の授業が受けられませんでした。このような通行制限

UNRWA 小学校の子ども達（ヨルダン、ニューキャンプ）




